
ず
、
研
究
者
も
少
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
戦
前
の
産
報
運
動
と
戦

後
の
労
組
運
動
と
の
つ
な
が
り
を
認
め
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
資
料
発
掘
い
か
ん
に
か
か
っ
て
い
る
と
も
い
う
こ
と
が
で
き
ょ

〆
珂
ノ
０

（
京
部
工
場
保
健
会
）

陰
陽
五
行
説
は
戦
国
来
か
ら
秦
漢
の
時
代
に
流
行
し
た
一
ヶ
の
時

代
思
潮
で
あ
る
。
政
治
の
分
野
や
倫
理
道
徳
、
更
に
は
日
常
生
活
の

タ
ブ
ー
に
至
る
ま
で
広
く
浸
透
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
時
代

に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
中
国
古
代
医
学
が
、
当
時
の
流
行
思
想

を
と
り
入
れ
て
、
そ
の
医
学
の
構
築
に
利
用
し
た
の
は
当
然
の
こ
と

と
考
え
ら
れ
る
。

通
説
に
よ
れ
ば
、
中
国
古
代
医
学
は
陰
陽
五
行
説
を
中
核
と
す
る

観
念
論
的
な
医
学
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
通
説
は
正
し
い
か
、
又
、

陰
陽
五
行
説
が
こ
の
医
学
の
中
で
如
何
な
る
役
割
を
担
っ
て
い
る

か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
考
察
は
従
来
の
研
究
に
は
乏
し
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

私
は
素
問
霊
枢
の
文
章
に
即
し
て
、
五
行
思
想
が
こ
の
医
学
の
中

で
ど
の
よ
う
な
働
き
を
し
て
い
る
か
を
考
え
て
み
た
い
。

中
国
古
代
医
学
に
於
け
る

五
行
説
に
つ
い
て

家

水
｡

こりい

『狐
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素
間
霊
枢
の
記
述
は
二
つ
の
要
素
に
分
け
る
と
わ
か
り
や
す
い
。

一
つ
は
古
代
の
医
師
た
ち
が
経
験
し
洞
察
し
実
践
し
た
純
粋
な
医
学

的
記
録
で
あ
る
。
今
一
つ
は
こ
の
彪
大
複
雑
な
内
容
を
整
理
す
る
た

め
の
理
論
的
枠
組
で
あ
る
。
こ
の
枠
組
は
先
の
医
学
的
内
容
に
対
し

て
は
外
挿
的
或
は
外
在
的
な
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
三
つ
の
原
理
が
あ
る
、
陰
陽
、
天
地
人
三
才
、
木
火
土

金
水
の
五
行
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
原
理
は
無
秩
序
で
た
ら

め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
医
学
を
構
成
す
る
諸
な
の

ジ
ャ
ン
ル
の
中
の
或
る
特
定
の
部
門
に
重
点
的
に
適
用
さ
れ
て
い

る
。
例
え
ば
三
才
は
病
因
論
の
中
で
病
因
の
分
類
に
主
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
。
但
陰
陽
は
寧
ろ
内
在
的
な
医
学
的
概
念
と
し

て
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
お
り
、
こ
の
医
学
の
基
本
的
原
理
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

さ
て
そ
れ
で
は
五
行
は
医
学
の
ど
の
部
門
で
ど
の
よ
う
な
機
能
を

果
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
は
二
つ
の
場
合
が
あ
る
。
一
つ

は
五
行
配
当
の
利
用
で
あ
り
、
一
つ
は
五
行
相
克
の
利
用
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
適
用
さ
れ
て
い
る
局
面
が
異
な
る
。

第
一
、
五
行
の
配
当
は
形
態
学
的
諸
要
素
の
分
類
と
系
統
化
に
使

用
さ
れ
て
い
る
。
五
行
配
当
は
准
南
子
や
呂
氏
春
秋
の
月
礼
的
記
事

（
年
中
行
事
と
生
気
象
学
の
結
合
）
に
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
模
式
を
借
り

て
蔵
府
経
脈
皮
毛
肌
肉
筋
骨
等
の
形
態
的
要
素
を
分
類
し
系
統
化
し

て
い
る
。
現
代
の
形
態
学
が
呼
吸
器
系
統
、
消
化
器
系
統
な
ど
と
分

類
す
る
よ
う
に
、
こ
の
医
学
で
は
五
行
の
配
当
に
基
づ
い
て
系
統
化

が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
肝
、
こ
れ
は
肝
蔵
自
体
を
意

呼
す
る
の
は
勿
論
で
あ
る
。
同
時
に
、
肝
と
機
能
的
に
合
同
関
係
に

在
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
胆
・
筋
・
目
・
厭
陰
肝
経
・
少
陽
胆
経
な

ど
の
蔵
器
組
織
も
、
一
ま
と
ま
り
の
い
わ
ば
肝
系
統
と
し
て
、
肝
と

表
現
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
基
づ
い
て

病
気
の
分
類
や
診
断
治
療
の
実
践
が
行
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
五
行
配
当
に
よ
る
蔵
府
経
脈
の
系
統
的
結
合
は
、
季

節
・
方
位
・
風
向
・
気
候
と
い
う
よ
う
な
風
土
条
件
と
蔵
府
の
特
異

的
症
候
。
〈
タ
ー
ン
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
結
合
は
近
似

的
に
も
せ
ょ
客
観
的
合
理
性
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
た

が
っ
て
一
度
こ
の
配
属
関
係
が
成
立
し
た
後
は
、
木
火
土
金
水
の
分

類
基
準
は
取
り
去
っ
て
し
ま
っ
て
も
、
そ
れ
自
体
の
機
能
的
関
連
系

統
と
し
て
臨
床
的
に
活
用
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
有
効
性
は
こ

の
関
連
の
客
観
的
合
理
性
の
程
度
に
よ
る
。

第
二
、
五
行
相
克
は
病
気
の
経
過
の
法
則
化
と
予
後
判
定
の
法
則
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病
気
の
経
過
は
時
間
軸
に
沿
っ
て
間
（
軽
快
）
甚
（
重
症
化
）
の
リ

ズ
ム
を
画
く
。
こ
の
間
甚
の
リ
ズ
ム
も
五
行
の
そ
れ
ぞ
れ
に
割
り
当

て
ら
れ
た
時
間
的
要
素
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
木
に
所
属
す
る
時

間
は
季
節
な
ら
春
、
日
な
ら
甲
乙
の
日
、
一
日
の
中
で
は
日
出
の
時

刻
で
あ
る
。
金
は
秋
、
庚
辛
の
日
、
日
暮
の
時
刻
で
あ
る
。
そ
こ
で

肝
の
病
は
相
克
関
係
に
よ
っ
て
火
の
時
期
に
軽
快
、
金
の
時
期
に
悪

化
、
水
の
時
期
に
持
ち
直
し
、
木
の
時
期
に
恢
復
す
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
素
間
は
い
う
。
「
人
形
を
（
自
然
の
秩
序
）
に
合
（
同
）
し
、

（
こ
の
天
人
対
応
の
法
則
を
）
以
て
四
時
五
行
に
の
っ
と
っ
て
治
す
。

五
行
と
は
金
水
木
火
土
な
り
。
更
を
貴
、
更
々
賤
（
相
生
相
克
）
な

化
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
典
型
的
に
は
素
間
玉
機
真
蔵
論
の
次
の
文

章
に
示
さ
れ
て
い
る
。
「
五
蔵
相
通
ず
。
（
五
蔵
の
病
が
）
移
る
に
は

皆
次
（
第
順
序
）
あ
り
。
五
蔵
に
医
あ
る
と
き
は
則
ち
各
々
そ
の
勝

つ
所
に
伝
う
」
と
。
肝
の
病
な
ら
木
克
土
の
関
係
で
脾
に
転
移
す
る

と
い
う
の
で
あ
る
。
又
、
「
病
の
ま
さ
に
死
せ
ん
と
す
る
や
、
必
ず

先
ず
伝
行
し
て
其
の
勝
た
ざ
る
所
に
至
っ
て
、
病
乃
ち
死
す
」
と
。

肝
の
病
は
金
克
木
で
肺
に
転
移
し
た
と
き
死
ぬ
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
が
病
気
の
経
過
と
予
後
の
一
般
的
通
則
だ
と
い
う
の
で
あ

る
。

る
。

り
。
（
こ
の
相
生
相
克
を
）
以
て
死
生
を
知
り
、
以
て
成
敗
を
決
し
、
而
し

て
五
蔵
の
気
（
の
盛
衰
）
、
間
甚
の
時
、
死
生
の
期
を
定
む
る
な
り
」

１
〆
」
Ｏ

五
行
配
当
に
は
尚
真
理
が
含
ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ぬ
。
相
生
相

克
に
は
合
理
性
は
認
め
が
た
い
。
こ
れ
が
一
般
の
考
え
か
と
思
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
古
代
に
お
い
て
、
疾
病
の
経
過
と
予
後
と
い
う
経

験
的
現
実
を
観
念
論
的
に
も
せ
ょ
組
織
し
た
力
量
は
評
価
す
る
べ
き

で
あ
る
。
又
、
科
学
的
検
討
を
必
要
と
す
る
。
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